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研究成果の概要（和文）：我々の開発した音声認識システムを改良し，分析結果の抽出の自動化

に成功した．チェアサイドにて本システムを使用することにより補綴装置の形態を決定するこ

とが可能となり，今後の臨床応用が期待される． 
 
研究成果の概要（英文）：We developed a system to evaluate the phonetic function by using 
a speech recognition system. In this study we improved it on automatically extracting 
a result of analysis. By using it on chair-side, it is possible to determine the prosthetic 
device form. In future we expect to apply it in a clinical setting. 
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１．研究開始当初の背景 
（１）歯科補綴治療においてチェアサイドで
発音機能の精査は忘れがちである．発音に対
して客観的評価が可能でありその結果を補
綴装置へ反映するシステムを構築すること
は急務の課題といえるだろう．そのため研究
代表者はこれまでに独自の音声認識システ
ムの開発を行ってきた． 
（２）それにより発語された音声そのものを
直接評価することに成功し，不特定話者に対
し使用可能で，専用の検査室を必要とせず，
診療現場で求められる即座に判定結果を患
者に呈示することへの対応が可能となった．
しかし適正な発音，不適正な発音の標準値が

設定されていないため発語評価の基準の指
標がなく，また音声認識の結果の表記法が本
システムの使用者しか理解できないラベル
表示であるため，術者，患者ともに容易に判
定可能までには至っていない． 
２．研究の目的 
上記の問題点を解決するために以下の 5項

目を達成することを目的とした． 
（１）分析結果の抽出を自動化 
（２）健常者の発音データの集積 
（３）欠損歯列者の発音データの集積 
（４）評価レベルの決定 
（５）分析結果の妥当性の検証のためのデー
タ集積 
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３．研究の方法 
（１）分析結果の抽出を自動化するために，
各音声セグメントラベルの境界部を自動的
に認識するようプログラミングを行う． 
（２）健常者の発音データの集積のために，
本学歯学部附属病院に来院された患者から
インフォームドコンセントが得られた患者
のみに協力をいただき，音声認識プログラム
を用いて音声データの評価を行う． 
（３）欠損歯列者の発音データの集積のため
に，健常者と同様の手順で音声データの評価
を行う． 
（４）評価レベルの決定のため健常者および
欠損歯列者の発音データをもとに評価基準
を 3 段階評価に設定する． 
（５）分析結果の妥当性の検証のためのデー
タ集積のため他の音声評価法（パラトグラム
法，音声周波数分析検査）と比較考察するこ
とにより本システムの分析結果の妥当性を
検証する． 
 
４．研究成果 
（１）本システムにおいて発音されたデータ
は 213 種類のラベルを用いて表示されるが，
この音声セグメントラベルは持続性セグメ
ント，子音セグメント，境界セグメントの 3
種類に大別される．今までは手動でこのセグ
メントを区切っていたが，各セグメントの境
界部を自動的に認識するようプログラミン
グを行った．それにより分析結果の抽出を自
動化に成功し，作業効率の向上，より客観的
な評価法の確立に近づいた． 
 
（２）部分床義歯装着者の発語機能に影響を
与える問題点の一つに大連結子の走行位置
が挙げられる．本システムを分析に用いて臨
床で高頻度に使用されるコバルトクロム合
金を実験装置として用い子音発声時の各音
節の認識率・持続時間の変化の評価を行った． 
 
（３）被験音は，発音の際に歯頸部から口蓋
部を構音点とし，後続母音に舌位の高い［イ］
を伴う摩擦音，破擦音，破裂音，弾音，通鼻
音の子音を選択し，これらの被験音をアクセ
ントに持つ［石川］，［愛媛県］，［イチロー］，
［沖縄］，［折り紙］，［小錦］の６単語とした． 
  
（４）予備実験により発音に影響が少ない中
パラタルバーと発音に影響を大きく与える
前後パラタルバーを用い，未装着時と合わせ
て３種類の条件の下測定を行った． 
 
（５）結果を図１に示す．［シ］において未
装着と前後パラタルバーに有意差を認めた．
［ヒ］においては有意差を認められなかった．
［チ］においては前後パラタルバーが未装着

と中パラタルバーにそれぞれ有意差が認め
られた．［キ］においては全てにおいて有意
差が認められた．［リ］においては未装着と
前後パラタルバーにおいて有意差が認めら
れた．［ニ］においては有意差が認められな
かった． 
 
（％） 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
図１ 各音節の認識率の平均 

 
（６）持続時間については統計学的に有意な
差は認められなかった． 
 
（７）実験装置装着時の認識率は，全ての被
験音において中パラタルバーに比べ前後パ
ラタルバーで低い値を示した．前後パラタル
バーの走行により前方，後方の構音点に影響
を与えたためと考えられる．また［キ］にお
いては中パラタルバーでも認識率が大きく
低下しているため，［キ］発音時に中パラタ
ルバーの後縁が舌運動を阻害していると考
えられる． 
 
（８）義歯未装着においても認識率が低い 
音節があるが，義歯を装着することにより更
に認識率が低下し，有意差が認められたこと
もあり，本システムを使用することにより音
節間の認識率の単純な比較は行えないもの
の，未装着時の認識率が低い音節においても
義歯の影響を評価することが可能であるこ
とが示された． 
 
（９）摩擦音，破擦音，破裂音を被験音とし
た時の不適正ラベルは主に摩擦音，破擦音，
破裂音が出現し，また弾音，痛鼻音を発音し
た際の不適正ラベルは主に弾音，痛鼻音が出
現する結果となった．以上により発音する音
節は義歯による障害により別の音節に変化
が生ずるとしても，同様の調音点である音節
に変化しやすいことが示唆された． 
 
（１０）義歯の設計により発語機能への影響
があることが示唆され，本システムを使用す



 

 

ることにより発音の診査が義歯のデザイン
を決定づける『もの差し』となりうることが
示唆された．つまり我々の開発した音声認識
システムを用いることにより補綴装置の形
態を決定することが可能となり，今後の音声
の研究や臨床において応用されることが期
待される． 
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